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                 オカベニュース第１４９号担当の設計課の関上で

す。６月ということで高い気温と湿度で体調管理が難しい季節ですが、皆様、お元気でし

ょうか？適度な水分と塩分の補給をして、乗り切りましょう！ 
今回は昨年から導入した３D CAD の SOLIDWORKS についてご紹介をさせていただき

ます。梱包するワークのデータやコンテナから最適な内装材の３D データを作成したり、

逆にワークのデータを図面化してカミコン®や梱包材の設計に活用したりしています。 

★★★★SOLIDWORKS の活⽤の流れ★★★★ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・SOLIDWORKS を導入してから、お客様の実物のワークが手元になくても、３D データのやり取りで設

計が可能になり、お仕事の幅が広がりました。まずは弊社、営業スタッフまでお問い合わせ下さい。 

 

1、 SOLIDWORKS で 2D の図⾯を 
作成します。 

2、作成した 2D の図⾯に厚みを  
⼊⼒して 3D データにします。 

3、 複数の 3D データを組み⽴て 
ワークのデータと照合して完成！

4、ワークのデータを図⾯化し、カミ
コンや梱包材の設計にも活⽤します。


